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４限終了後、数名の２年女生徒が「校長先生聞

いてください。午前中４時間全部Ｓ（授業の評価

Ｓ、Ａ、Ｂ、）をとったんですよ。すごいでしょ」

と誇らしげに話しかけてくれた。給食準備の時、「お

っ、◯年◯組給食準備一番乗り、すごいなぁ」と

声をかけると、本当にうれしそうに「ありがとう

ございます」と言葉を返してくれた男子生徒。朝

あいさつ運動をしていると、「校長先生、私最近学

校来るの早いですよね」とうれしそうに話しかけ

てくれた女生徒。確かに以前より５分くらい早く

登校しているのだ。思わず「よく頑張ってるね」

と声をかけかえした。生徒玄関のホワイトボード

を見ながら「あれっ、すごい！ もう５２００ポイ

ント超えてるよ」「今日は２年１組と同点だよ」「あ

と５ポイント差か」等、様々な会話をしながら登

校してくる生徒たち。

すべて、この２週間の生徒会企画中の生徒たちの会話である。５２００ポイントと

いう目標は最終日前日に達成していた。最終的には６５３３もポイントをためること

ができた。本当によく頑張ったと思う。しかしそのこと以上に、生徒会執行部の企画

にのって、一生懸命に頑張っている生徒たちの姿を見ることができたことの方が楽し

かった。「一生懸命がかっこいい」という言葉があるが、まさに生徒たちの輝いた姿

をかっこいいと感じた２週間であった。今回の企画を計画してくれた生徒会執行部と、

学校、クラスを良くするために頑張ってきた生徒たちに感謝したいと思う。楽しい２

週間をありがとう。

明日からいよいよ職場体験「ふれあい湯梨浜」が始まります。今回、子どもたちが

お世話になる事業所の多くで、最も大切になるのが、あいさつ、笑顔ではないかと思

います。それは、たった１人の店員さんの笑顔やあいさつが、お客さんのお店への印

象を決定してしまうこともあるからです。生徒のみなさんは、その自覚を持って職場

体験に出かけてきてもらいたいと思います。

担当者が５月初めからお世話になる事業所探しを始めたのですが、新型コロナウイ

ルスの影響もあり、受け入れ先が見つからなかったり、受け入れ人数に制限があった

りして、生徒人数分の事業所決定が直前になってしまい、保護者の皆様にもご心配を

おかけしました。明日からの体験当

日は、弁当づくり等ご負担をおかけ ホームページで日々の学校生活の様

しますが、子どもたちの有意義な経 子を紹介しています。

験のためにご協力をお願いします。 https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/


